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教育次長の目標（令和７年度）自己評価書

教育次長 越川 和章

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１ 教育委員会会議及び各課事務の効率化（適正化）の促進

２ 中学校部活動の地域移行

４

３

・議案・報告事項の法的根拠を明確にしつつ、合議体とし

て会議で議決すべき事項、慣例で行われていた事項などを

整理し、議事日程の見直しにより会議の適正化・効率化な

ど運営の改革を行いました。

・併せて議案様式についても見直しを行い、特に予算議案

様式については、予算書に準ずる様式とすることで、議案

書としての適正化と大幅な事務の効率化を図りました。

・全国町村会法務支援室弁護士に確認の上、教育長、教育

委員会の権限を明確化した上で、行政組織規則、会議規則

の改正及び教育長職務代理者に関する規則の新規制定を

行いました。

・上記権限の明確化に基づき、各種委員委嘱について委嘱

日や任期等の委員会内申し合わせ事項を作成し、適正化を

促しました。

・サイボウズアプリを作成し、一般質問答弁書作成、共催・

後援に関する事務などの効率化を図りました。

土曜日・日曜日の部活動について地域移行を進めるため、

町体育協会と協議を重ねて、令和７年度において酒々井ア

達成度：R8.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。

酒々井町
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３ 青少年交流の家の裁判に関すること

４ 小中学校及びその他教育委員会所管施設の将来的なあり方に関する検討

５ 学校給食の富里市への調理委託業務を円滑に行うこと

４

５

４

スリートクラブと協議が整い、陸上部について地域移行を

実現しました。今後、補助金を活用した業務委託について

検討をしています。

最高裁の上告棄却を受け、双方弁護士により協議が整

い、当該施設について令和８年３月３１日引き渡し日及び

支払日となることが決定しました。年度末にあたり、議会

等への報告や補正予算の専決処分などについて各方面と

調整を行いました。

学校の統廃合に関する町長と教育委員会の権限、児童生

徒の将来推計、近隣の状況、総合計画との関係等を整理し

教育委員会として３校維持の意見をとりまとめました。ま

た、新たに就任された金塚町長と教育委員会の相互理解

と円滑な施策展開を図ることを目的に、総合教育会議の開

催をマネージメントし、その中での３校維持する方針を確

認しました。複

数回にわたる富里市との協議・検討会議を経て令和7年

9 月から富里市への委託による学校給食の提供が無事開

始され、特に大きな問題もなく現在に至っています。


